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お読みください！

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。
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龍谷大学生協瀬田キャンパス
SPICY＆SUPPAIフェア～青志館食堂にてMISSIONを達
成せよ～

取り組み概要

日時：7月19日～21日、25日～27日
場所：青志館食堂
参加者数や組合員の反応：SPICYメ
ニューは595食、SUPPAIメニューは232
食と多くの利用がありました。

POINT.1

5月に行われた理事会にて、食堂の営業時間・営業日についての協
議が行われました。対面授業が再開したことで、大学に訪れる学生が
増えました。また理系学生の多い瀬田キャンパスでは、遅くまで学生
や院生が大学で勉強・研究をしています。
そのような組合員の現状から、理事会では食堂を利用したくなるよ

うなメニューを考えること・食堂の営業時間を伸ばすことについて話
し合われました。そこから学生委員会を中心にメニューを考案するこ
ととなり、理事会での協議が組合員に向けた企画へと繋がりました。

企画のきっかけは理事会での協議

POINT.2

本企画は、組合員の食堂利用を促進することを目的に実施されまし
た。対面授業の再開などで大学に訪れるようになった組合員が、楽し
みながらたくさん食堂を利用できるよう企画されました。
また食堂の利用だけではなく、食事を通して健康な生活を送ること

も目的とされていました。食欲増進メニューと夏バテ防止メニューを
用意し、暑い夏でも組合員が体力をつけて健康に生活できるよう、メ
ニューを工夫しました。

食堂を利用して健康な生活を

背景や概要：理事会での食堂に関する協
議をきっかけとして、今回の企画へ発展
しました。ミッション形式で実施するこ
とで、組合員の食堂利用を促進しました。

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！

ブロック学生事務局 [ 岩田 理紗子 ] 
Iwata.Risako@univ.coop

POINT.3

組合員の利用を促進する方法として、ミッションという形式を用い
たメニューが提供されました。 SPICYメニューとSUPPAIメニューそ
れぞれに目標食数を設定し、SNSとポスターで組合員に周知しました。
また、ミッションの結果報告をSNSで行いました。
ただメニューを提供するだけではなく、ミッションを達成するとい

うイベント性を持たせることで、組合員が楽しみながら食堂を利用で
きる工夫が施されていました。

ミッションを設定して利用促進
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